
世界観構築ブートキャンプ DAY1
「情報発信のこれまでとこれから」
〜情報発信の再定義とAIを味方につける方法〜

今回のブートキャンプの目的

AI時代を前提とした「情報発信」の再定義

AIを味方につけること

AIと差別化すること

AIと競争しないこと

AI時代の情報発信とは？

僕の定義では

これまでは

単に「集客」の意味合いが強かった

またはブランディングの意味合いが強かった

情報発信している人も少なかった

昔は発信するだけでアドバンテージだった

今でも分野によってはそうなっている

これからは

最高の「出会い」を引き寄せるのため

情報発信の意味が変わった

最高の出会いとは
シナジーが生まれる出会い

出会うことで高め合える

なぜ変化したか？

①情報発信が当たり前になった
競合が増えた

情報発信していない分野が減った

②AIが登場した

競合がさらに増える

vs AIになっていく

AIが競争を極限まで加速させていく

具体的には

情報が少ない時代から、情報過多の時代へ

情報が少ないと

発信したもの勝ちだった

例えばSEOは今よりもはるかに簡単

少ない中から選ばれればいいだけだった

情報が多いと

膨大な情報に埋もれる

「差別化」や「アルゴリズムのハック」が必要

つまり競争が激化した

競争が激化することで情報は極限まで低価格になっていく

↑いま、ここ

そしてAIの時代へ

競争相手としてAIが参入

人間vsAIの時代になっていく

この戦いにはどう考えても勝てない

ほぼ全ての情報が無料化していく

例えば

大学の授業

専門家の知識

書籍情報

動画情報

AIは全てを学習しているから、
AIに聞けば答えてくれる

検索すらしなくなる

さらに言えば

そもそも人間が情報を持っている必要がない

だから情報の価値自体が極限まで下がり、
人間はAIを頼るようになっていく

いいか、悪いかは別として、これが時代の流れ

やがてAIvsAIになっていく

そんな中で

5年後、あなたの発信する情報の価値はどれだけあるのか？

「価値」がなければ、誰も見向きもしない

AI時代における情報の価値、情報発信の価値を
いま、ここで本気で考えておかなければならない

僕の感覚ではこの2年が勝負だと思う

AI時代の情報発信の極意

①最高の出会いを引き寄せる

②沼らせる

③マネタイズする

これがAI時代の情報発信の極意

AI時代についてもっと深く理解しよう

これを紐解くには、AIそのものというよりも、
AIを作っている人たちの思想を理解した方がいい

ほとんどの人がこれを理解できていない

AI開発の主役と言えば

ChatGPTのサムアルトマン

Teslaのイーロンマスク

実はChatGPTを開発しているOpenAIには、
イーロンマスクが出資したり、支援をしていた

つまり、元を辿っていくと、イーロンマスクが
今のAI開発の重要人物だと言うことがわかる

そして、イーロンマスクの盟友が
「ピーターティール」という人物

彼はイーロンと一緒にPayPalを創業し、
PayPalマフィアと呼ばれるテック業界の投資家の
黒幕的存在と言える

彼らの「思想」を理解すると、未来が見えてくる

彼らの思想

ピーターティールの著書「Zero to One」で語られたこと

「競争するな、独占しろ」

実はこれがテック業界の思想として浸透している

そして、AI時代を端的に表している

「独占」と聞いて多くの人はきっと

権利を独占したり、
参入障壁を高くしたり、
競合を邪魔するイメージを持つ

しかしそれは本質じゃない

本質は

誰でもできるから競争してしまう

競争するから争いが生まれる

競争＝無駄なこと

競争＝悪

これはめちゃくちゃエリート主義だとも言える

つまり

凡人どもがわちゃわちゃしてても無意味だ、と

超天才がとんでもないイノベーションを起こし、
独占的に進歩させた方が効率がいい

事実、世界はもうそうなっている

独占の真実は

天才主義と言ってもいい

凡人は凡人であるがゆえに、
嫌でも競争をしてしまう生き物なんだ、と

AIはこの「凡人」を助けるふりをして、
実は「競争」を淘汰していく

つまり、あらゆる競争においてAIが勝つ

なぜそうなるのか？

人間vs人間から、AIvs人間になり、AIvsAIになるから

つまり最終的には人間は、一部の超天才を除いて、
全員が戦力外通告される

競争の世界で人間は生き残れない

例えば

人間の「お弁当屋さん」は、
価格においてロボットには勝てない

人間の「農家」は、
生産性においてロボットに勝てない

生き残れるのはごく一部の
「ブランド化」だけで、
それ以外は競争に負けてしまう

これをAI時代の「前提」として考える必要がある

つまり

ただの情報発信＝競争

競争＝AIによって淘汰される

競争では生き残れない時代になる

AI時代には「競争しない何か」が必要になる

そして

「vs」の世界観から「と共に」の世界観へ変わっていく

vs

人間vs人間

人間vsAI

AIvsAI

と共に

人間と共に生きる

AIと共に生きる

どうやって共存していくか？の時代へ

AI時代の情報発信に必要なもの

それは一言で言えば「世界観」である

世界観とは？

競争するものじゃない

沼らせるものである

一人の人間が何種類の世界観に沼っていてもいい

だから

個別具体的な記事やコンテンツだけで
勝負しないこと

世界観という大きな物語に巻き込んでいくこと

アクセス自体は別に少なくたっていい

バズらなくたっていい

アクセスの質と沼る確率が重要

そして

情報発信の方法論はなんでもいい

どの媒体を使ってもいい

世界観がちゃんと表現できていればいい

方法論は時代や流行に合わせるべき

世界観構築に必要なこと

①三種の神器

コンセプト

キャラクター

ストーリー

②体系化
言語化

骨組み

③コンテンツ群

この3つを磨いていくこと

①と②が定まってしまえば、
③は「やるだけ」になる

設計図→実行→改善→蓄積のイメージ

結局

多くの人が情報発信で失敗するのは、
「行き当たりばったり」「思いつき」で
情報発信をしようとするから

センスでそれができる人もいるけど、
全く再現性はない

だからちゃんと設計図が必要で、
自分自身も迷わないようにする必要がある

詳しくはDAY2で

AIをどう味方につけていくか？

一般的には

楽をしようとする

AIにやらせようとする

これはNG

なぜなら

楽をすればするほど、
自分の存在価値が消えていくから

楽しようとする→AIに任せる→他の人も真似する
→競争がさらに激化する→無価値化する

プロンプトエンジニアリングで解決できることの
全てはやがて無価値化していく

なぜなら、プロンプトは独占できないから

よっぽど付加価値の高いプロンプトや
データベースがある場合を除いて、
誰でも利用できるものは無価値になる

僕が思うのは

①自己成長・強化のために使うこと

対話相手

先生

言語の壁を越える

添削してもらう

考えるきっかけをもらう

②引き寄せのために使うこと
AIが自分のメッセージを学習する

自分のメッセージが明確であればいい

この2種類だと思う

AI時代の独占力の本質

競争＝淘汰される運命

独占＝生き残る道

仮にこれを「独占力」と呼ぶ

独占力の本質は

人間の「意志」だと思う

多くの人は

ノウハウ

技術

能力

が重要だと考えている

これが人間の価値だと思っている

しかしこれからは

ノウハウも技術も能力も、
AIがコモディティ化（一般化）していく

だから思っているよりも実はずっと価値が低い

でも

成長する意志

探究する意志

変化する意志

などは、AIには真似ができない

つまり

意志力→伸び代→挑戦→物語→世界観

になっていく

「楽」になびけばなびくほど皮肉にも無価値になる

イメージとしては

これまでは能力の価値が8割

これからは5:5になっていく

そのうちもっと比率が逆転していく

※能力が必要ないわけじゃないけど、
AIによって大部分が補完されていく

「人間と共に生きる」とは？

僕の定義は

①同じ物語（世界観）の共有

②助け合いではなく高め合い（シナジー）

③合わせ鏡の関係

基本的な時代の流れは

①分断

②弱者救済はAI任せ

が起こっている（と思う）

つまり

世界観を共有できない人とは生きていけないし、
そもそも出会わなくなっていく

介護やサポートはしなくていい

だから助け合いではなく、高め合いになる

マインドセットとして

「相手は人間、相手は鏡」である

つまり

自分の固定観念や差別は跳ね返ってくる

例えば

学歴コンプレックスがある人は、
実は他人にも学歴を求めている

類は友を呼び、ヒエラルキーを作りたがる

相手は自分を知るための存在

例えば
自分の可能性の1つ

人間（他者）理解は自己理解に繋がる

ある意味

基本的な「人間力」が必要になる

人間力が低い人は、能力がどれだけ高くても
競争から抜け出せない

むしろ能力がある故に競争してしまう

そして能力という意味では、AIに勝てない

人間の「本質」に目を向けよう

そして、そーゆー人と出会おう

しょーもない人としか出会えないのは、
残念ながら自分自身がしょーもないからである

まとめると

AI時代とは

競争が淘汰されていく時代

競争しない道の模索をする時代

現時点では道は3つ

①超天才として生きる
誰にも真似できないイノベーションを起こす

そのためにAIを従える

②超天才のサポーターとして生きる

③人間と共に生きる道を極める

誰と生きるか

何を共有するか

どうやって高め合うか

僕は③をオススメしている

AI時代の情報発信とは

最高の出会いを引き寄せるためにある

出会いこそが最高の報酬だと言える

そのために

①最高の出会いを引き寄せる

②沼らせる

③マネタイズする

この3つの方法を今回のブートキャンプで学ぼう

世界観構築とは

①三種の神器

②体系化

③コンテンツ群の作成

これらを丁寧にやっていくこと

「話せばわかる」「会えばわかる」ではダメ

ちゃんとコンテンツに落とし込まれている必要がある

AI時代の重要マインドセット

AI＝楽するための道具ではなく、
自己成長や強化のためのパートナー

「vs」ではなく「共に」生きていく

だから誰と共に生きていきたいのかが重要

成長こそが全てを解決するソリューションであり、
目的そのもの

最重要キーワード

人間ともAIとも競争しないこと

例えば

僕は他のマーケッターと競争しているつもりがない

その理由は、世界観が全く違うから

逆に言えば、どのジャンルにも一部被っているし、
どのジャンルとも一定の親和性がある

これは僕が「vs」ではなく「と共に」を貫いている証拠

僕は僕が心底良いと思ったものを全て吸収し、
自分の世界の構成要素にしている

詳しくは明日のブートキャンプで話すので、
今日はイメージを膨らませておいてください

お願い

コメント欄にDAY1を受講して感じた
「期待」と「不安」を書き込んでください

今の「感覚」を言葉に残しておくことが重要

DAY3が終わった後との変化・比較が楽しみになるはずです

次回予告

DAY2では「最高の出会いを引き寄せ、
沼らせるための世界観構築術」をお話しします

今回の話を踏まえて、自分の情報発信の方向性や、
意義、世界観について考えを深めてみてください

お楽しみに！


